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地 域 の ひ ろ ば

●
出
し
方
…
ビ
ン
は
中
身
を
出
し
て
水
で
す
す
い
で
く
だ
さ
い
。

収
集
日
に
配
置
さ
れ
て
い
る
３
種
類
の
コ
ン
テ
ナ
に
色
分
け
し

て
寝
か
せ
て
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ラ
ベ
ル
は
剥
が
さ
な
く
て
も

問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
キ
ャ
ッ
プ
や
注
ぎ
口（
中
栓
）は
で
き
る

だ
け
外
し
て
く
だ
さ
い
。

●
コ
ン
テ
ナ
の
種
類

●
注
意
…
▼
ビ
ン
の
色
で
迷
っ
た
と
き
に
は
そ
の
他
の
色
の
ビ
ン

用（
緑
色
）の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
▼
コ
ン
テ
ナ
が

一
杯
で
入
ら
な
い
場
合
は
コ
ン
テ
ナ
の
近
く
に
置
い
て
く
だ
さ

い
。
袋
に
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
▼
中
身
が
取
り
出
せ
な

い
ビ
ン
は
コ
ン
テ
ナ
に
は
入
れ
ず
ガ
ラ
ス
類
の
指
定
袋（
緑
色

の
指
定
袋
）
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
▼
鏡
や
瀬
戸
物
は
も
や
せ

な
い
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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知
っ
て
得
す
る
く
ら
し
情
報

問
生
活
環
境
課　

本
２
階　
（
２
３
）８
７
０
６

本

着
任
後
、半
年
が
経
過
し
て

　

着
任
当
初
は
、
賑
や
か
な
カ
エ

ル
の
鳴
き
声
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
季
節
も
変
わ
り
、
強
く

冷
た
い
風
が
身
に
こ
た
え
て
い
ま

す
。

　

着
任
し
て
半
年
が
経
ち
、
現
在

は
教
室
、
サ
ー
ク
ル
を
中
心
に
竹

工
芸
に
触
れ
、
地
域
の
方
達
と
一

緒
に
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま

だ
竹
を
割
る
こ
と
に
も
慣
れ
て
い vol.25

政
策
推
進
課　

本
６
階　
（
２
３
）８
７
９
４

　

私
た
ち
の
く
ら
す
大
田
原
市
は
、
那
須
野
が
原
扇
状
地

の
扇
端
部
に
位
置
し
ま
す
。
扇
状
地
と
は
、
狭
い
山
間
地

を
流
れ
る
急
流
河
川
が
広
い
平
坦
地
に
出
た
時
、
そ
の
流

れ
が
弱
ま
る
こ
と
に
よ
り
、
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
が
扇
状

に
堆
積
し
て
で
き
た
土
地
の
こ
と
で
す
。
那
須
野
が
原
扇

状
地
は
、
那
珂
川
と
箒
川
に
は
さ
ま
れ
た
木
の
葉
の
形
を

し
て
い
ま
す
。

　

扇
状
地
で
は
、
砂
礫
層
は
扇
頂
部
で
厚
く
、
扇
端
部
で

薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。
扇
頂
部
か
ら
扇
央
部
で
は
雨
水
や

河
川
の
水
が
地
下
に
浸
透
し
、
地
表
に
は
見
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
の
浸
透
し
た
水
が
扇
端
部
で
湧
き
出
す
た
め
、
大

田
原
市
に
は
多
く
の
湧
水
が
確
認
で
き
ま
す
。
地
下
か
ら

湧
き
出
た
水
は
川
の
流
れ
と
な
り
、
長
い
年
月
を
か
け
て

豊
か
な
自
然
と
命
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
１
月
18
日（
土
）か
ら
、
冬
季

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

（
９
８
）３
３
２
２

那
須
野
に
湧
く
　
い
の
ち
の
泉

ビ
ン
の
捨
て
方

ミ
ニ
パ
ネ
ル
展「
探

検
！
大
田
原
の
自
然

～
那
須
野
に
湧
く
い

の
ち
の
泉
～
」を
開

催
し
ま
す
。
湧
水
を

と
お
し
て
、
地
域
の

水
と
文
化
の
関
わ
り

を
知
っ
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

おかんじち川

☜

☜

☜

無色透明ビンは青色のコンテナへ

茶色ビンは茶色のコンテナへ

その他の色のビンは緑色のコンテナへ

報
告
者
：
浅
倉　

梢

ま
せ
ん
が
、
自
分
で
苦
労
し
て
作
っ
た
籠
が
編
み
上
が
る
と
、

喜
び
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

11
月
の
初
め
に
行
わ
れ
た
第
24
回
全
国
竹
芸
展
で
は
Ｕ-
40

賞
を
頂
き
、
大
変
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
新
し
い
技
術
を
身
に
つ
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
学
ん
だ
こ
と
を
市
内
外
の
方
へ
わ
か
り
や
す
く
情
報

発
信
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み
た
い
で
す
。

（
左
は
浅
倉
隊
員
の
作
品
）
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■イベント情報■
【冬の星座と星雲・星団を見よう】

●日時…１月 25 日（土）　午後 6 時～８時
●場所…ふれあいの丘天文館
●内容…オリオン座・ふたご座・おうし座・ぎょしゃ

座など冬の主な星座について解説します。また、65
㎝望遠鏡や 15㎝望遠鏡を用いて
オリオン大星雲やプレアデス星
団、Ｍ 35 散開星団などを観望し
ます。ただし、曇天・雨天時は、
観望できませんので内容を変更
し時間を短縮します。
●定員…30 名
●費用…小中学生 100 円、大人
300 円
●申込方法…電話で申し込み。

（写真左上：オリオン座）
（写真左下：オリオン大星雲）

■　天文情報　■
【今年予定される主な天文現象】

☆ 2020 年は、うるう年です。
●日食…６月 21 日（日）に部分日食が見られます。
　ふれあいの丘でも観望会を開きます。
●月食…ありません。
●水星…観望適期が５回あります。３, ４, ６, ７,10 月で

す。水星は太陽の近くを公転するので、夜ではなく日
中に観望します。

●金星…５月までは「宵の明星」として夕方の空に見えま
す。５月頃に最も明るく輝きます。７月からは｢明け
の明星｣として明け方見えます。６月下旬頃に最も明
るく輝きます。金星の見え方は、満月、半月、三日月
のような形に変わっていきます。

●火星…準大接近があります。10 月６日（火）に最も近
づきます。この時期には、表面の模様が見えるときが
あります。

●木星…８月から見られるようになります。数本の縞模
様や大赤班、ガリレオ衛星が見えます。12 月 21 日（月）
には、木星と土星が大接近します。天文館でも観望会
を開きます。

●土星…８月から見られるようになります。土星の輪が
印象的です。

●天王星・海王星…11 ～ 12 月が観望適期です。円盤状
に見えます。色が美しいです。

●流星群・ペルセウス座流星群８月 12 日（水）観望会
　　　　・ふたご座流星群　12 月 13 日（日）観望会
☆望遠鏡操作の質問や購入の相談にお答えします。
　ぜひ天文館の展示コーナーにも足をお運びください。

天文館だより

■市内で撮影された鳥の写真を展示中
　昨年 10 月、大田原市の鳥はウグイスとヒバリに決ま
りました。現在当館では、この決定に併せて、市内で
見ることのできる野鳥を写真で紹介しています。

■実施した主催事業の紹介
①土の中の世界～土壌生物
　11 月 10 日（日）開催。採取した土をふるいにかけ、ルー
ペや顕微鏡を使って土の中のミクロの世界を観察しま
した。拡大して大きくなったカニムシやトビムシなど
を見た参加者は、その姿にとても驚いていました。

②県立博物館移動講座
　11 月 17 日（日）、「レッドデーターブックとちぎ 2018
～将来に残したい昆虫～」と題して、県立博物館の栗原
隆先生からお話を伺いました。さまざまな原因で絶滅
の危機に瀕している昆虫について、いろいろなお話が
ありました。湯津上地区でかつて生息していたヒメシ
ロチョウが、現在ではまったく確認できず、県内他地

自然観察館だより
（28）3251　　http://kansatukan.jp/

区でも見られないそうです。身
近な所でもこのような変化があ
ること知り、子どもたちも大き
くうなずいていました。

③初歩のバードウオッチング
　11 月 24 日（日）開催。バード
ウオッチングに適した双眼鏡と
その使い方を学びました。当日
はあいにくの雨模様でしたので
野外での活動はできませんでし
たが、バードウオッチングの魅
力や楽しさを知ることができま
した。

第９回 「昆虫の絵」コンクール展覧会
　市内保育園・幼稚園・認定こども園の園児から募集し
た昆虫の絵を一同に展示します。
●期間…２月８日（土）～16 日（日）
●時間…午前９時～午後４時（最終日は午後３時）
●会場…ふれあいの丘シャトー・エスポワール

休館日…毎週月曜 ( 祝日を除く )、祝日の翌日 ( 日曜を除く )
■開館時間…午前９時～午後５時（入館は午後４時まで）

休館日…毎週月曜 ( 祝日を除く )、祝日の翌日 ( 日曜を除く )
■開館時間…午前９時～午後９時 30 分
　　　　　　（入館は午後８時 30 分まで）

（28）3254　　http://www.fureai-tenmonkan.jp/
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大田原図書館からのお知らせ
大田原図書館　　（23）4560　通年 9:00～19:00
黒羽図書館　　　（59）0855　平日 9:30～18:30　土日祝 9:30～17:30
湯津上図書室　　（98）7037　通年 9:00～17:00

※休館日は生活カレンダーをご覧ください。

那須野が原ハーモニーホール （24）0880 https://www.nasu-hh.com/
※友の会会員優先予約、友の会割引料金についてはお問い合わせください。

大田原図書館
おはなしコーナー

ピノキオおはなし会 １月19日（日）・２月２日（日）午後２時～３時

読み聞かせ
紙しばい

など

こどものつどい
出演：ガールスカウト １月12日（日）・２月９日（日）午後２時～３時

トコトコ大田原 3 階
つどいの広場 にじいろおはなし会 １月28日（火）午前11時～11時30分

しんとみ子育て支援センター おひさまぽかぽかの会 １月10日（金）・２月14日（金）午前11時～11時30分
黒羽図書館 2 階視聴覚室 コアラおはなし会 ２月９日（日）午前11時～11時45分※１月はお休み

チケット発売情報

ハーモニーホール友の会年会費がお安くなります！！

近日開催 受講生募集

あけましておめでとうございます。大田ワラ

オです。本年もよろしくお願いいたします。
★ロボットプログラミング教室～「こくり」を
動かしてプログラミング的思考を育もう！～
●日時…２月 22 日（土）　
　　　　①午前 10 時～②午後２時～
●場所…黒羽図書館２階　視聴覚室
●定員…小学３年生～６年生の親子
　　　　各回５組
●費用…無料
※１月 11 日（土）午前 10 時以降に黒羽

図書館へ電話または直接申し込み。

■図書館講演会「図書館員と考える整理収
納講座～すっきり暮らす整理収納術～」

埼玉県北本市立中央図書館浅野博美先
生の講演です。

●日時…１月 26 日（日）午後２～４時
●場所…トコトコ大田原３階視聴覚室
●定員…50 名程度（要申込）
●費用…無料
※大田原図書館へ電話か直接申し込み。

●第 23 回 演劇講座定期発表会
●日時…３月８日（日）　午後２時 30 分開演　小ホール
●チケット…全席自由　200 円　小中学生無料（要入場券）
●出演…演劇講座生
●協力…劇団らくりん座

●ハーモニーホールフェスティバル 写真展
●日時…１月 24 日（金）～27 日（月）　
　午前 10 時～午後４時（最終日は午後３時まで）
●場所…第１・第２ギャラリー（入場無料）
●出品…西那須野写真愛好会　15 名 75 点
　　　　デジタル写真クラブ「フレンズ」　16 名 52 点

　このたび、より多くのお客様に友の会にご入会いただき、ホールに足をお運びいただきたく、４月１日より年会
費を改定することとなりました。詳細は、ハーモニーホール友の会事務局までお問い合わせください。

●第 15 回ハーモニーホール展 ～夢…未来～
●日時…２月 15 日（土）～23 日（日）　
　午前 10 時～午後５時（最終日は午後４時まで）
●場所…第１・第２ギャラリー
●費用…200 円（大学生以下無料）
●出品…工芸、書、日本画、洋画、版画　など

*** ハーモニーホール展 関連イベント ***
●アート体験教室 参加者募集！
　「六つ目編みでコースターを作ろう」
●日時…２月 22 日（土）午後２時～４時
●場所…交流ホール
●定員…15 名（先着順、小学生以上）※小学生は保護者同伴
●講師…佐川　素峯氏（市内在住　竹工芸家）
●費用…500 円
●申込方法…窓口、ＦＡＸまたは郵送

オルガンスクール　第 6 回定期発表会
●日時…３月 15 日（日）　午後２時開演　大ホール
●チケット…全席自由 200 円　小中学生無料（要入場券）
●出演…オルガンスクール生　14 名
　　　　ジャン＝フィリップ・メルカールト

●令和２年度 オルガンスクール受講生募集
●期間…４月～令和３年３月　（８月は休講）
　年間 20 回（特別受講生を除く）
　１人１回 30 分（正午～午後９時の間）
　原則火曜日（変更の場合もあり）
●対象…【初級】小学４年生以上の方で、ピアノ、電子オ

ルガンなど鍵盤楽器の演奏経験のある方。ピアノのペダ
ルに足が届く方

　【中級】初級クラスを 1 年間受講された方
　【上級】中級クラスを 2 年間受講された方
　【特別受講生】上級クラスを２年間受講された方で自主性

があり、講師より推薦を受けた方。
●定員…各クラス合わせて 12 名、特別受講生は若干名
●講師…ジャン＝フィリップ・メルカールト氏
●費用…【初級・中級・上級共通】
　（１）小学４年生以上高校生　年間 36,000 円
　（２） 一般　　　　         　　   年間 72,000 円

【特別受講】レッスン回数による（概ね 10 回程度）
●申込方法…１月 15 日（水）午前９時～２月 15 日（土）午後

５時に直接、ＦＡＸまたは郵送で申し込み。
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